
 
 
 
 

平成２４年度 中国地方整備局総合評価審査委員会第一部会 

 

（第６８回）広島県東部ブロック総合評価審査部会 

 

 

 

     【 日  時 】平成２４年 ６月１８日（月）１５：３０～１７：３０ 

 

     【 場  所 】福山河川国道事務所 別館２階 第１会議室 

 

     【 参加者 】（委員） 
             委員長 ： 井上 矩之 福山大学経済学部国際経済学科教授 

委 員 ： 藤井  堅 広島大学大学院工学研究科教授 
委 員 ： 福永 重孝 福山商工会議所理事 

（発注事務所） 
  福山河川国道事務所、八田原ダム管理所 
（事務局） 
  福山河川国道事務所 

 

   

   

 

         議 事 次 第 

 

 

 

１．審査対象工事について 

 

     ２．審査対象業務について 

 

 



　　《　第６８回　》　審査対象工事件数（全体）
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ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

)

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者

指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰
／
下
請

企
業
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

１）
～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）

施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型
　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

《　第６８回部会　》　　　【　入札後　（施工体制確認型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」

1 -

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
６
５
回
部
会

第
６
７
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
６
８
回
部
会

芦田川箕島地区
管路敷設工事

維
持
修
繕

-

工事延長　　　　　Ｌ＝約330ｍ
　舗装工　　 　　　　　Ａ＝
775m2
　光ｹｰﾌﾞﾙ配管工　　 Ｌ＝　374
ｍ
　構造物撤去工　　 　 　　　一式
　仮設工　　　　　　 　　　　　一式

現道での地中配管
工事においては、
一般交通への安全
上の配慮が重要で
ある。

3
月
30
日

4
月
26
日

5
月
24
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

工事中における
一般交通の安全
対策に対する技
術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 － － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － －

34.0 0.0 64.0



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

)

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所

見（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰
／
下
請

企
業
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

1 ◎

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄
G

第
６
８
回
部
会

第
７
０
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
７
１
回
部
会

尾道・松江自動車
道宇賀垰橋鋼上部
工事

鋼
橋
上
部

Ａ

工事延長　　Ｌ＝１６０ｍ
　　　鋼3径間連続非合成鈑桁橋
　　　工場製作工　　　　　　　　　 ３３７ｔ
　　　大型ゴム支承
　　　　　（最大反力　2,305～
6,136KM）
      工場製品輸送工　　　　 　　1式
　　　鋼橋架設工　　　　　　　 　　1式
　　　橋梁附属物工　　　　　　　　1式
　　　鋼橋足場等設置工　１式
　　　仮設工　１式

　耐候性鋼材を使
用した橋梁であり、
耐候性、耐食性の
向上を図るため、
良好な保護性さび
の形成が重要であ
る。

7
月
5
日

8
月
1
日

8
月
29
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ - 15.0 15.0

30.0

○ － － － － － －

桁（鋼材）の耐
候性、耐食性
の向上に関す
る施工計画

25.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － 1.0 － － － － － － － － －

45.0 0.0 75.0

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄
G

第
６
８
回
部
会

第
７
０
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
７
１
回
部
会

尾道・松江自動車
道別迫第８改良工
事

一
般
土
木

Ｃ
・
D

工事延長　　　　　   L＝   160m
　掘削　　　　 　　　  V＝
25,000m3
　盛土　　　　 　　　  V＝
31,600m3
　法面工　　　　　　　A＝2,500m2
　ブロック積み工　　　A＝180m
　カルバート工　　　　Ｌ＝25m
　アーチカルバート　L＝70m

良好な品質をもっ
たコンクリートが求
められている中、カ
ルバート工コンク
リートを主体とした
重要構造物の耐久
性向上を図る必要
がある。

7
月
4
日

7
月
31
日

8
月
28
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ - 15.0 15.0

30.0

○ － － － － － －

カルバート工に
使用するコンク
リートの品質・耐
久性の向上に関
する施工計画

25.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － － ー

50.0 0.0 80.0

3 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
６
８
回
部
会

第
６
９
回
部
会

第
７
１
回
部
会

松永道路
松本トンネル舗装
工事

セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

－

工事延長　　Ｌ＝３５０ｍ
　コンクリート舗装
　　　　　 Ａ＝約３，０００m2
　排水構造物工　　　一式

良好な品質をもったコンク
リートが求められている
中、舗装コンクリートを主
体とした舗装の耐久性向
上を図ることが重要であ
る。

6
月
25
日

7
月
25
日

8
月
22
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ - 15.0 15.0

30.0

○ － － － － － －

舗装コンクリー
トの品質・耐久
性の向上に関
する施工計画

25.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 － 1.0 1.0 － － －

50.0 0.0 80.0

４）
施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力２）企業の施工実績
技術提案内容

開
札
日

契
約
方
式

標準型 1

１）技術提案

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

６）企
業の
技術
力

５）施
工能
力

簡易型

《　第６８回部会　》　　　【　公告前　（標準型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

１）
～
７） 不

正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、
１

）
～
7

）

の

「
文
書
：
-
1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-

5
%

」
工
事
種
別

②加算点
③
減
点

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

７）地域精通度・貢献度



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

)

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者

指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰
／
下
請

企
業
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

河
川

工
務
課

第
６
８
回
部
会

第
６
９
回
部
会

第
７
０
回
部
会

芦田川河口堰ゲー
ト設備修繕工事

機
械
設
備

－

○６・１０号ゲート修繕
　機側操作盤更新　　　　　　１式
　開度計更新　　　　　　　　　１式
　防汚塗装　　　　　　　 　　　１式
　主ローラ軸分解整備　 　　１式
　　（１０号ゲート）

河川内における作
業であることから、
塗装工施工時など
における河川内へ
の粉じんなどの流
出防止が重要であ
る。

6
月
25
日

7
月
25
日

8
月
21
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

塗装工（ケレン・
塗装）施工時に
おける河川内へ
の粉じんなどの
流出対策に対す
る技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － － － － － － － － － －

29.0 0.0 59.0

2 －

福
山
河
川
国
道

河
川

工
務
課

第
６
８
回
部
会

第
６
９
回
部
会

第
７
０
回
部
会

芦田川箕島樋門改
造外工事

機
械
設
備

－

○箕島樋門
　樋門遠隔化対応　　　 　１式
○陸閘門
　陸閘門製作設置　　　３箇所

利用者が多い管理
用通路に隣接した
工事であることか
ら一般利用者に対
する安全対策が重
要である。

6
月
25
日

7
月
25
日

8
月
23
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

箕島樋門作業時
における一般者
に対する安全対
策に対する技術
的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － － － － － － － － － －

29.0 0.0 59.0

3 －

福
山
河
川
国
道

河
川

工
務
課

第
６
８
回
部
会

第
６
９
回
部
会

第
７
０
回
部
会

高屋川河川浄化施
設修繕工事

機
械
設
備

－
・制御設備改造更新　　　１式
・汚泥混合槽設備分解整備
・ろ過池設備整備　　　　　１式

再生処理後のろ材
は再使用すること
から、再据付まで
の間の適正な保管
が重要となる。

6
月
25
日

7
月
25
日

8
月
22
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

再生処理後のろ
材の保管方法に
対する技術的所
見

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － － － － － － － － － －

29.0 0.0 59.0

4 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
６
８
回
部
会

第
７
０
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
７
０
回
部
会

時広整備工事

維
持
修
繕

－

工事延長　　Ｌ＝１．０km
　構造物撤去工　　　　    1式
　排水構造物工　    L＝２３m
　舗装工　 　    Ａ＝約2,000ｍ2
　区画線工  　  Ｌ＝約2,000m

交通規制時おいて
は、一般交通への
安全上の配慮が重
要である。

6
月
29
日

7
月
26
日

8
月
22
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ － 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

交通規制時にお
ける一般交通
（通行する車両
及び歩行者）の
通行確保に関す
る施工計画

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － －

34.0 0.0 64.0

5 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄
G

第
６
８
回
部
会

第
７
０
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
７
１
回
部
会

尾道・松江自動車
道木梨整備工事

維
持
修
繕

－

工事延長　　　　Ｌ＝９０ｍ
　掘削　　　　 　　　　Ｖ＝　３００ｍ３
　盛土　　　　 　　　　Ｖ＝　４５０ｍ３
　階段・斜樋工　　　Ｎ＝　　　１式
　ブロック積み工　　Ａ＝　　８０ｍ２
　現場打ち擁壁工（Ｌ型）　Ｌ＝　１９ｍ
　排水構造物工　　　　　 　Ｌ＝　４０ｍ
　仮設工　　　　　　　　　　　Ｎ＝　１式

本工事箇所には民
家が隣接してお
り、施工中の騒音
対策が重要であ
る。

7
月
3
日

7
月
30
日

8
月
27
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ - 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －
工事中の騒音対
策における技術
的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 － － ー

34.0 0.0 64.0

③
減
点

②加算点

1

１）技術提案
４）施
工管
理体
制

３）配置予定技術者の能力
６）企
業の
技術
力

７）地域精通度・貢献度

簡易型

１）
～
７） 　

　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
５）施
工能
力技術提案内容

工
事
種
別

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」

標準型

《　第６８回部会　》　　　【　公告前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

)

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所

見 工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者

指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

） 内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰
／
下
請

企
業
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り

組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所

の
有
無

近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

身
体
障
害
者
の
雇
用
の
有
無

高
齢
者
の
雇
用
の
有
無

（
　
合
計
　

）

③
減
点

②加算点

1

１）技術提案
４）施
工管
理体
制

３）配置予定技術者の能力
６）企
業の
技術
力

７）地域精通度・貢献度

簡易型

１）
～
７） 　

　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
５）施
工能
力技術提案内容

工
事
種
別

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」

標準型

《　第６８回部会　》　　　【　公告前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

6 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

第
６
８
回
部
会

第
６
９
回
部
会

第
７
０
回
部
会

福山管内道路照明
設置工事

電
気
設
備

Ｂ

工事延長　　Ｌ＝４３km
　道路照明柱　　　　１３基
　信号複合柱　　　　２５基
　歩道照明設備　　 　７基
　照明器具取替　　 　５基
　歩道橋照明取替　２６基
　道路照明撤去工　　１式
　配線工　　　　　　　　１式

市街地での工事で
あるため、一般交
通に対する安全対
策が必要である。

6
月
27
日

7
月
26
日

8
月
23
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ - 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

道路照明設備工
事において一般
交通（歩行者及
び車両）に対す
る安全対策に関
する技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － 1.0 1.0 1.0 － 1.0 1.0 － － －

34.0 0.0 64.0

7 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
一
課

第
６
８
回
部
会

第
７
０
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
７
１
回
部
会

三原地区光ケーブ
ル敷設工事

通
信
設
備

－

工事延長　　Ｌ＝３km
　光ケーブル敷設工　Ｌ＝３ｋｍ
　光ケーブル撤去工　Ｌ＝３ｋｍ
　光ケーブル接続　　 Ｎ＝４箇所
　光ケーブル試験　　 １式

市街地での工事で
あるため、一般交
通に対する安全対
策が必要である。

6
月
28
日

7
月
26
日

8
月
28
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ - 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －

光ケーブル敷設
工事において一
般交通（歩行者
及び車両）に対
する安全対策に
関する技術的所
見

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － － － － － － － － － －

29.0 0.0 59.0

8 －

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

第
６
８
回
部
会

第
７
０
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
７
１
回
部
会

芦田川ＣＣＴＶ伝送
設備工事

通
信
設
備

－

工事延長　　　Ｌ＝４３km
　光伝送装置　　　　Ｎ＝１７箇所
　Ｌ２ＳＷ　　　　　　　Ｎ＝５箇所
　CCTV管理サーバ　　　Ｎ＝１
台
　CCTV操作端末　　　　 Ｎ＝３
台
　ネットワーク設定変更  Ｎ＝１
式

光伝送設備の交換
時に画像が停止す
るため、停止期間
を短縮する対策が
必要である。

6
月
29
日

7
月
26
日

8
月
30
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ - 15.0 15.0

30.0

－ － － － － ○ －
光伝送設備の切
替作業方法に対
する技術的所見

10.0 － － － － 6.0 1.0 2.0 1.0 1.0 － － 4.0 3.0 1.0 － － － － － － － － － － － － － － －

29.0 0.0 59.0



　　《　第６８回　》　審査対象業務件数（全体）

審査対象業務一覧表　　　総括表

件

簡易型 1 - - -

-

件

-

- 1 件

- 1-

- - - 0
公募型

標準型 - -

簡易型 - -

0 件

- - 0 件

- - - -

②総合評価落札方
式

発注者支援
公物管理　等

１：２ -

簡易公募型
標準型 1

１：１ -

- - -

-

－

-

-

-

公募型

簡易公募型 総合評価型

-

件

-

- -

0 件-

0

１：１

標準型 -

－ - -

- -

-

①プロポーザル方式

②総合評価落札方
式

1

簡易型

標準型

簡易型

-

発注者支援
公物管理　等

-

１：２

-

1

1

-

-

-

件0

0

7 件

- 1 件

0

3

件-

件
　技術提案の審査　

件

件

－ - - -

土建
コン

- ---

-

方式／業務種別

公募型

　評価項目・加算点の審査

-

-

-

- - -

【
公
示
・
依
頼
前

】

－

【
　
特
定
・
入
札
前
　

】

-

2

公募型 -

簡易公募型
－

方式／業務種別

- -- -

-

-

0

0 件

件-

- 件

-
土建
コン

- --

-

- - -

件

①プロポーザル方式 総合評価型

標準型

-

簡易公募型 -

1

1

-

件

件4

0 件

0

標準型 - - - 2



成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

1 -

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
６
６
回
部
会

第
６
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

福山都市圏交通状
況調査検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

1)計画準備　　　　　　　　　　　　　 　　１式
2)計画目標における評価手法
　　　　　　　の検討及び効果検証 　　１式
3)次期５ヶ年計画の企画立案　　　 　１式
4)委員会等資料作成　　　　　　　　  　１式
5)施策展開検討支援　　　　　　　　　  １式
6)企業・居住地ＴＦＰ実施支援　　　　 １式
7)交通円滑化主体施策推進支援　 　１式
8)行動変容施策検討・実施　　　　　　１式
9)計画年間評価検証　　　　　　　　　　１式
10)自転車利用促進策検討　　　　　　 １式
11)報告書作成　　　　　　　　　　　　　　１式

5
月
1
日

6
月
13
日

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
簡
易
公
募
型

）

総
合
評
価
型

5 10 － － － － － 35 －

50

5 10 - 35 － －

50

- - - －

0

－

0 100

3 7 - 15 - - - - - - - - - - - - - -

25

10 10 5

25

-

-

次期５ヶ年計画の
企画立案の着目点
について

26 24 -

50

- - - -

0 50

-

100

2 -

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

第
６
６
回
部
会

第
６
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

福山管内道路整備
効果検討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

1)計画準備　　　　　　　　　　　　　　　　 １式
2)地域ニーズや現況課題の
　 　　　　　　　　抽出及び整理　　　　　 １式
3)整備効果の検討　　　　　　　　　　　　１式
4)事業評価資料の作成　　　　　　　　　１式
5)報告書の作成　　　　　　　　　　　 　　１式

5
月
14
日

6
月
13
日

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

－ － － － － － － － －

0

－ － － － - -

0

- - - －

0

－

0 0

3 6 1 15 - - - - - - - - - - - - - -

25

5 10 10

25

-

-

道路整備効果を検
討する際の視点に
ついて

26 24 -

50

- - - -

0 50

-

100

3

第
６
５
回
部
会

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
６
５
回
部
会

第
６
８
回
部
会

（
事
後
報
告

）

芦田川父石地区河
道計画検討外業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

1)設計計画　　　　　　　　　　    　　　1式
2)河道検討　　　　　　　　　　　    　　1式
3)用水取水施設予備設計　　    　　1式
4)関係機関協議資料作成　　　　　  1式
5)報告書作成　　　　　　　　　    　　 1式

4
月
27
日

5
月
31
日

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

- - - - - - - - -

0

- - - - - -

0

- - - -

0

-

0 0

2 6 - 13 - - - - - - - - 1 1 - 2 - -

25

10 10 5

25

-

-

父石地区の河道計
画および取水施設
を検討する上での
着目点について

26 24 -

50

- - - -

0 50

-

100

全体

（
小
計

）

業
務
コ
ス
ト
の
妥
当
性

業
務
規
模
と
大
き
く
乖
離
が

有
る
場
合
は
非
特
定

評価テーマ①

実
現
性

内容

的
確
性

実
現
性

独
創
性

（
小
計

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

履
行
保
証
力

迅
速
性

地
域
貢
献
度

瑕
疵
担
保
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

（
文
書
－
５
，
口
頭
－
３

）

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

予定照査技術者の経
験及び能力

（
小
計

）

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
制

選定（指名）段階評価

成
果
の
確
実
性

資
格
・
実
績
等

遵
法
性

成
果
の
確
実
性

（
小
計

）

業務実施
体制

専
任
制

資
格
・
実
績
等

（
小
計

）

調
達
方
式

内容

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

業
務
執
行
技
術
力

公
示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格
等

技
術
者
資
格
等

特
定

（
評
価

）
テ
ー
マ
の
整
合
性

【
合
計

】

技
術
者
資
格
等

予定管理技術者の経験及び能
力

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

抽
出
業
務

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程
表

・
そ
の
他

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

管理技術者 担当技術者

業
務
執
行
技
術
力

資
格
・
実
績
等

技
術
者
資
格
等

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

【
合
計

】

予定技術者

実
施
手
順

そ
の
他

（
小
計

）

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

照査技術者

資
格
・
実
績

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

《　第６８回部会　》　　【　審査対象業務一覧（特定・入札前）　】

独
創
性

評価テーマ

（
小
計

）

評価テーマ②

（
小
計

）

的
確
性

（
小
計

）

実施方針

業
務
理
解
度



成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

1 －

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

第
６
８
回
部
会

第
６
９
回
部
会

(

事
後
報
告

)

芦田川下流堤防耐
震性能照査他業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１）堤防耐震性能照査
　　 ・一次点検　　　　          ６．２km
　　 ・二次点検　　　　　　   約５区間
　　 ・三次点検　　　　　　   約５断面
２）樋門耐震性能照査
　　 ・樋門耐震性能照査   　 １箇所
３）報告書作成　　　　　　　　　１式

6
月
19
日

7
月
19
日

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
標
準
型

）

総
合
評
価
型

－ － － － － － － － －

0

－ － － － - -

0

- - - －

0

－

0 0

3 7 - 15 - - - - - - - - - - - - - -

25

10 10 5

25

-

-

芦田川における堤
防耐震性能照査の
留意点について

26 24 -

50

- - - -

0 50

-

100

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
６
８
回
部
会

第
７
１
回
部
会

福山トンネル点検
業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１）点検計画　　　　　　　　　　　 １式
２）現地点検作業　　　　　　　　 ５トンネル
３）対策区分判定　 　　　　　　　１式
４）点検結果とりまとめ　　　　　１式
５）打ち継ぎ目打音検査　　　　４トンネル

6
月
25
日

8
月
29
日

総
合
評
価
落
札
方
式

（
簡
易
公
募
型

）

簡
易
型

5 10 － － － － － 35 －

50

5 10 - 35 - -

50

- - - －

0

－

0 100

4 11 - 15 - - - - - - - - - - - - - -

30

12 12 6

30

-

-

- - - -

0

- - - -

0 0

-

60

3 ◎

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
６
８
回
部
会

第
７
１
回
部
会

福山地区耐震補強
設計業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１）計画準備　　　　　　　　　　　 １式
２）工法検討　　　　　　　　　　　 ９橋
３）橋梁耐震補強設計　　　　 　９橋
４）落橋防止装置詳細設計 　　８橋
５）報告書作成　　　　　　　　　　１式

6
月
29
日

9
月
7
日

総
合
評
価
落
札
方
式

（
簡
易
公
募
型

）

標
準
型

5 10 － － － － － 35 －

50

5 10 - 35 - -

50

- - - －

0

－

0 100

1 6 - 9 - - - - - - - - 1 1 - 2 - -

20

7 8 3

18

-

-

現地条件に則した
対策工法決定手法
について

12 10

22

- - - -

0 22

-

60

全体

（
小
計

）

業
務
コ
ス
ト
の
妥
当
性

業
務
規
模
と
大
き
く
乖
離
が
有

る
場
合
は
非
特
定

評価テーマ①

実
現
性

内容

的
確
性

実
現
性

独
創
性

（
小
計

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

履
行
保
証
力

迅
速
性

地
域
貢
献
度

瑕
疵
担
保
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

（
文
書
－
５
，
口
頭
－
３

）

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

予定照査技術者の経
験及び能力

（
小
計

）

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
制

選定（指名）段階評価

成
果
の
確
実
性

資
格
・
実
績
等

遵
法
性

成
果
の
確
実
性

（
小
計

）

業務実施
体制

専
任
制

資
格
・
実
績
等

（
小
計

）

調
達
方
式

内容

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

業
務
執
行
技
術
力

公
示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格
等

技
術
者
資
格
等

テ
ー
マ
間
の
整
合
性

【
合
計

】

技
術
者
資
格
等

予定管理技術者の経験及び能
力

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

抽
出
業
務

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程
表

・
そ
の
他

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

管理技術者 担当技術者

業
務
執
行
技
術
力

資
格
・
実
績
等

技
術
者
資
格
等

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

【
合
計

】

予定技術者

実
施
手
順

そ
の
他

（
小
計

）

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

照査技術者

資
格
・
実
績

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

《　第６８回部会　》　　【　審査対象業務一覧（公示・提出依頼前）　】

独
創
性

評価テーマ

（
小
計

）

評価テーマ②

（
小
計

）

的
確
性

（
小
計

）

実施方針

業
務
理
解
度



成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

4 －

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

第
６
８
回
部
会

第
６
９
回
部
会

(

事
後
報
告

)

芦田川河道管理計
画検討他業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

1)計画準備                              １式
2)河川整備計画進捗報告会
     　　　　　　　　 説明資料作成　  １式
3)維持掘削・樹木伐採計画検討    １式
4)河道管理計画検討　　　   　　   　１式
5)ｃｏｍｍｏｎＭＰ計算モデルの構築 １式

6
月
27
日

8
月
22
日

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

（
簡
易
公
募
型

）

総
合
評
価
型

5 10 － － － － － 35 －

50

5 10 － － - 35

50

- - - －

0

－

0 100

2 6 - 15 - - - - - - - - 1 1 - - - -

25

10 10 5

25

-

-

芦田川における河
道管理計画検討を
実施する場合の留
意点について

18 18 -

36

本業務の品質を確
保するための照査
の実施方法等の具
体的な内容につい
て

14 50

-

100

《　第６８回部会　》　　【　審査対象業務一覧（公示・提出依頼前）　】

評価テーマ

（
小
計

）

評価テーマ②

（
小
計

）

（
小
計

）

実施方針

業
務
理
解
度

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

実
施
手
順

そ
の
他

（
小
計

）

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

成
績
・
表
彰

地
域
精
通
度

照査技術者

資
格
・
実
績

資
格
・
実
績
等

技
術
者
資
格
等

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

【
合
計

】

予定技術者

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

管理技術者 担当技術者

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

抽
出
業
務

公
示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格
等

技
術
者
資
格
等

テ
ー
マ
間
の
整
合
性

【
合
計

】

技
術
者
資
格
等

予定管理技術者の経験及び能
力

調
達
方
式

内容

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

業
務
執
行
技
術
力

選定（指名）段階評価

成
果
の
確
実
性

資
格
・
実
績
等

遵
法
性

成
果
の
確
実
性

（
小
計

）

業務実施
体制

専
任
制

資
格
・
実
績
等

（
小
計

）

予定照査技術者の経
験及び能力

（
小
計

）

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
制

迅
速
性

地
域
貢
献
度

瑕
疵
担
保
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

（
文
書
－
５
，
口
頭
－
３

）

照
査
に
係
る
技
術
提
案

（
小
計

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

履
行
保
証
力

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程
表

・
そ
の
他

業
務
執
行
技
術
力

全体

（
小
計

）

業
務
コ
ス
ト
の
妥
当
性

業
務
規
模
と
大
き
く
乖
離
が
有

る
場
合
は
非
特
定

評価テーマ①

内容

的
確
性

実
現
性

独
創
性
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